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 本発表の目的は、たとえ心が主観性をその本性とするものであるとしても、だからと

いって、それによりポパーの相互作用主義が挫折させられることはない、と主張するこ

とである。ポパーの相互作用主義とは、身体だけでなく、心もまた存在するということ

を認めたうえで、心と身体の関係は相互作用だと議論する立場である。こうした心と身

体の関係をめぐる問題は心身問題と呼ばれているが、もともとポパーは心身問題を解決

できる見込みのないものと考えていた（Popper 1976 [2002]）。しかし、1950年ごろか

ら、相互作用主義の陣営に身を置きつつ、ポパーは心身問題へと本格的に取り組み始め

る（Boyd 2016; Popper 1974）。それ以来、ポパーは心と身体、とりわけ脳の関係を考

察する数々の著作を公表してきた。 

 これら著作において展開されるポパーの心身相互作用論には、心の主観性を根拠とし

た批判がある。その批判によれば、たとえいかなる形態のものであるとしても、一般に

心身相互作用論は成り立たない。なぜなら、心は主観性をその本性とする対象だからで

ある。この批判は、ムンツ（Munz 2007）により提出された。ムンツによれば、心身相

互作用論には定義の問題がある。 

心身相互作用論は心という対象の言語化、つまり定義を要件とする立場なので、心の

本性が主観性であるのなら、心身相互作用論を支持しながら主観性の定義を避けて通る

ことはできない、とムンツはいう。だが、主観性とは非言語性であるため、主観性を定

義することは原理的に不可能である（cf. Svensson 1994）。してみれば、総じて心身相

互作用論は却下されなければならない。こうした説明により、ポパーの心身相互作用論

を、ムンツは間違いだと非難している。 

 しかし、ポパー（Popper 1972 [1979]）が述べているように、心身相互作用を研究す

るうえで、心それ自体は必ずしも定義されなければならないわけではない。とくに、心

身相互作用は、機能の観点から研究されうる（Popper 1978）。これは、心という主観的

対象ではなく、心身相互作用という客観的対象、あるいは事態に照準を合わせる発想で

ある。機能主義的な言語論とダーウィン主義的な進化論を背景に、ポパーは機能の観点

から心身相互作用を分析することを提案している。 

 ポパーの心身相互作用論は、いわば心身相互作用の存在論（心と身相が相互作用する

現象の存在についての理論）である。それに対して、ムンツは心身相互作用の認識論（心

と身体が相互作用する機序の認識についての理論）を批判している。ところが、なぜ心

身相互作用の認識論を批判することが存在論の否定に有効なのかは不明である。本発表

では、そうしたムンツの批判は不十分であるだけでなく、ポパーの相互作用主義が主観

性により断念させられることはない、と主張する。 
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